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SUMMARY
 
Puppet therapy has been attracting attention as a mental health treatment in Europe and the USA
 
in recent years, and has also been used for school counseling. However, it has not become
 
widespread in the schools of Japan. This account is of the trial introduction of puppet therapy into
 
Japanese schools by the counselor.
There were clear advantages to using hand puppets. For example, the counselor strongly
 
influenced staffs as well as students and it became easier for the counselor to relate to them. Also,
the lecturing of difficult or embarrassing subjects was found to be easier. It was discovered that the
 
use of a puppet created a noticeable change in the school and counseling dynamics,particularly where
 
the counselor was not a regular staff member but rather a visitor who worked at two different schools
 
for 36 days out of the school year. Puppet therapy for the student with mental retardation can change
 
his actions and divorce him from negative, stubborn, permanent attitudes causing from obsessive
 
compulsive disorder.
Puppet therapy will hopefully be accepted and put to use in schools throughout Japan as the
 
benefits of the practice become more widely known.
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?．はじめに
パペットセラピーは、近年、欧米では心理療法として注目され、スクールカウンセリングに利用
されている??。一方、日本では、パペットセラピーの源流である腹話術は、1940年代に落語・講談・
語りの話芸として米国から輸入され、娯楽として一般に浸透している??。しかし、日本でも、世界に
アンテナを向けている数少ない研究者により、腹話術には娯楽以外の価値、すなわち、教育面や医
療・精神面での価値があることが説かれ、パペットセラピーとして新しい展開を見せ始めた。第 1著
者（江川）は、群馬県スクールカウンセラー（SC）として年間 36日、288時間という限られた日数
と時間、中学 2校に勤務した。中学では、年度当初から SCの仕事は山積し、教職員や生徒との信頼
関係作りは急務であった。パペットセラピーは、信頼関係や心の通い合った関係を築くのに効果的
と言われている。時間制約のある勤務形態において最大限の仕事をするためには、パペットの有効
活用が効力を発揮すると考え、学校現場への導入を試みた。さらに、家庭において知的障害を伴う
Prader-Willi Syndrome（PWS）児（なお第 1著者はその母親）との対話にパペットセラピーを用い
た。今回、人間関係作りの促進を目的とする学校へのパペットの導入、また、知的障害の子どもの
こだわりからの行動変容の促進を目的とする家庭へのパペットの導入を試み、効果が得られたので
報告すると共に、パペット介在の利点を考察した。
?．対 象
１．学校での講話において
群馬県内の公立小学 1校、公立中学 2校、県立高校 1校の 4校にて講話を行った。中学校はA校
と B校であり、A校は、生徒数 315人、教職員数 28人、年間 218時間勤務であった。B校は、生徒
数 269人、教職員数 23人、年間 70時間勤務であった。小学校は勤務外の C校であり、5年生 91人、
保健委員児童、教職員、PTAであった。同じく高校も勤務外の D校であり、1年生 72人を対象とし
た。
２．カウンセリングにおいて
PWS男子、15歳、WISCⅢによる知能指数は 46（中等度知能遅滞）、養護学校高等部 1年
?．方 法
１．学校での講話において
パペットは、NHKの幼児番組で子どもから大人まで人気のある「ニャンちゅう」を使用した。パ
ペットの声は術者の複式呼吸による腹話術の高音であるファルセットボイスを使用し、術者の声と
の差を明確にした。パペットは術者の利き手である右手に装着し、左手の平にパペットの両足を乗
せ、聴衆が感じるパペットの生命感を失わないように配慮した（図 1）。また、パペットの装脱着に
おいても、パペットの生命感を失うおそれがあるため、児童・生徒の前では行わないようにした。
具体的には、福袋と書いてある大きな紙袋の中にパペットを入れ、術者は紙袋を持って登場し、講
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話の途中で姿は見えないパペットが術者に声をかけ、紙袋内でパペットを装着し、児童・生徒に披
露した。
A校では、学校保健委員会において、生徒の発表後、パペットを介在させたストレスマネジメン
トの概説と演習を行った（図 2）。B校では、勤務当初に全校集会において、自己紹介を行い、パペッ
トを介在させた SCの仕事説明とストレスマネジメントの演習を実施した（図 3,4）。その際、生徒
用に作成した相談カードを提示し、生徒による自主的な SC面接予約を啓発した。C校では、学校保
健委員会において、児童の発表後、5年生の心の健康の授業の総まとめとして、心の健康と不安や悩
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図１ 術者とパペットの位置
術者は利き手にパペットを装
着し、もう片方の手の平でパ
ペットを支えるように抱い
た。
図２ A校の学校保健委員会での講話の様
子
保健委員の発表後講話を行った。委員
長の生徒を除く保健部の生徒は、カウ
ンセラーと対面する形で教室後方の席
に座った。
図３ B校の全校集会での自己紹介の様子 1
壇上には、パペットを座らせる椅子を用意し
た。また、紅白の大きな紙袋にパペットを隠
しておいた。パペットを登場させる際には、
錯覚を利用して紙袋の中からパペットが術者
に話しかけたと生徒に思わせ、紙袋内でパ
ペットを装着し生徒に披露した。
図４ B校の全校集会での自己紹介
の様子 2
手前は相談箱である。カウン
セラーに話がしたい生徒はこ
の中に相談カードを入れるよ
う説明した。パペットが術者
に質問した場面。
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みの対処の仕方について、パペットを介在さ
せた講話を行った。D校では、総合学習の
キャリア教育の単元において、社会人講師と
して心理カウンセラーの仕事を説明し、それ
に付随して、パペットを介在させたストレス
マネジメントの概説と演習を行った（図 5）。
２．カウンセリングにおいて
本児が問題行動を起こした時、また、本児
が一つの考えに固執し、新しい考えを受け入
れることに苦戦している時に、パペットを親
子の対話に介在させ、パペットセラピーを試みた。使用したパペットは母親ネズミであり、術者は
母親であった。
?．結 果
１．学校での講話の実際
パペットを介在させた方法を用いたことにより、全件に表 1の効果がみられた。
表１ パペット介在の利点
1．生徒や教職員に SCを強く印象付けられた。
2．パペットに術者が「江川先生」と繰り返し呼ばせることで、名前が記憶に残った。
3．生徒や教職員との関係が持ちやすくなった。多くの生徒から声をかけられた。
4．生徒が SCに親近感を持ちやすくなった。相談してみようかなという気持ちを抱きやすくさせた。
5．会話に聴覚的刺激だけではなく、視覚的刺激が取り入れられることにより、会話に集中しやすく
なった。
6．パペットに術者が質問をさせる、また、繰り返して言わせることにより、難しい内容が理解しや
すくなった。
7．パペットと術者が対話しながら進行するため、会話スタイルの講話が成立した。相互的コミュニ
ケーションに近づき、聞くつらさが軽減された。
8．聴衆がパペットになった錯覚を起こさせ、自分が質問している気になり、集中して聞くことがで
きた。
9．場の雰囲気が柔らかくなり、自然と笑いが起こった。
A校では、学校保健委員会での実施から 1年過ぎた頃、SCの面接に訪れた生徒が、「先生、ニャ
ンちゅうやったよね。ぼくは保健委員でした。」と会話の初めに切り出し、面接が円滑に進んだ。
B校では、週に 2時間の勤務であるが、廊下ですれ違った生徒から、挨拶と伴に「ニャンちゅうの
先生」と声をかけられることが多かった。また、実施から半年過ぎた頃、音楽室前で SCとすれ違っ
た生徒が、音楽の教員に、「先生、あの先生は誰」と尋ね、教員が、「ほら、春の全校集会で会った
でしょ。ニャンちゅうを連れて自己紹介をした SCの江川先生よ」と教えると、生徒は即座に、「あ
図５ D校のキャリア教育（職域：カウンセラー）
での講話の様子
受講希望者を 2組に分け、入れ替えで 2回同
じ講話を行った。講話の前半は、カウンセ
ラーの仕事を、パワーポイントを使い説明し
た。後半にパペットを介在させストレスマネ
ジメントの概説と演習を行った。
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あ、ニャンちゅうの」と反応した。教員は続けて、「江川先生が来た時には、悩みの相談に応えても
らえるよ」と教えていた。さらに、生徒が、「ニャンちゅうでは声が先生らしくないから、かわいい
パペットを家庭科の授業で作りたい」と報告してくれた教員がいた。特殊学級に行くと、生徒から、
「ニャンちゅうやったよね。ぼく腹話術をテレビで観たよ。今日は連れて来たの？」と話しかけら
れた。他にも、相談カードを使って生徒から自主的な SC面接予約が入った。SCの江川という人物
を忘れてしまっていても、ニャンちゅうを介入させた自己紹介は、生徒の脳裏に強く印象付けされ
たため、思い出してもらいやすかった。
C校では、特に表 1に示したパペット介在の利点 5から 9が有効となった。養護教諭から講演依
頼された時に、対象学年は落ち着きがなく動きが多いため、講話を聞いていられないかもしれない
と言われていた。しかし、児童はニャンちゅうを介在させた講話を集中して聞いた。児童の一部に
講話に疲れた様子が見られた時に、パペットにオーバーな表現や、意外なストーリーを展開させる
ことにより、児童が関心を持ち、再び講話を聞く態度となった。例えば、術者がパペットのニャン
ちゅうに、「ニャンちゅうの友だちにおじゃる丸ちゃんがいるよね」と声をかけると、児童からは、
「え、ニャンちゅうっておじゃる丸と友だちだった？」と即座に反応が返って来る、または、隣席
の児童同士で尋ねあう、顔を見合わせる等、興奮した雰囲気となり講話に集中した（図 6）。また、
パペット介在により、自由な雰囲気の場となり、児童から自由な発言をしてもらえた。講話の中で、
児童からの反応を求めたい時には有効となった。アクティブな学習スタイルが合っている学年には、
パペット介在の効果は大きかった。講話終了後、教職員から、「5年生は動きが多く、話しをじっと
して聞いていられない学年である。しかし、ニャンちゅうが登場すると、児童がニャンちゅうの話
しに食い入るように集中して聞いていた。広汎性発達障害の子もいる。その児童も、ニャンちゅう
をじっと見て、話を聞いていることができた。最後には、やはり我慢できず動き出してしまったが」
という意見が出た（注：ニャンちゅうは講話
終了 3分前に舞台を降りていた）。また、「ニャ
ンちゅうが出てきて、児童が楽しく話を聞け
た。自分も楽しかった。机の中にパペットが
2つ入っている。そういえば今年は使ってい
ない。これから、自分も授業で使ってみよう
と思った」という意見が聞けた。さらに、後
日養護教諭から届いた児童の感想文の中に
は、「ニャンちゅうを使って、わかりやすくて
聞きやすかった。楽しいお話でした。」という
ものが多かった。C校の卒業生は B校に進む
ため、「ぼくが中学校に行ったら、また会える
のが楽しみです」、「2年後私たちは中学生に
図６ C校の学校保健委員会での講話の様子
児童は図書室の床に座りパペットの話を熱
心に聴いた。話の内容により、時折隣席の友
だちと尋ね合う、顔を見合わせる等、積極的
な態度で講話に集中した。笑い声や拍手が起
こる等、沸き起こった気持ちを自由に表現す
ることが許される、守られた環境が提供さ
れ、和やかな雰囲気となり落ち着いていた。
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なるので、お世話になると思います。その時はどうぞよろしくお願いします」、「江川先生には中学
校でも会うけど、これからもよろしくお願いします」、「もし中学校で会う機会があったら、いろん
なことを教えて下さい」等の感想も多かった。児童に、SCを学校でのソーシャルサポートの一員と
認識させることができた。
D校は、県下でも優秀な進学校の一つに位置する高校である。心理カウンセラーの職を希望する
1年生 72人に対しての講演であった。前半は仕事の説明を行い、後半にパペットを介在させたスト
レスマネジメントの概説（表 2）と演習を行った。生徒の講演に参加する態度は前向きで、メモを取
りながら話を聞いていた。後半になり、ニャンちゅうが登場すると、場の雰囲気は一変して和やか
になった。「可愛い。ニャンちゅうよ」と生徒から声が上がった。自由な、安心した雰囲気となり、
抵抗は起こらず演習ができた。以下、生徒の感想の抜粋。「ぬいぐるみを使った説明では、江川さん
の話し方や顔つきに心がひかれて、さすがカウンセラーだなと思った」。「話を聞いていると、いつ
の間にか江川さんのことを信頼していることに気づきました。声を聞いているだけでも安心できる、
そんな気がしました」。「相談を受けるということは、相手に信頼されない限り始まらないはずだ。
いかに相手の心を楽にすることができるかは話し方や表情などもきっと大切なのだろうと思った」。
「イメージトレーニングで落ち着くのは効果的だった」。「実際に誘導イメージ法をやってみて結構
リラックスできた」。
表２ ストレスマネジメントの台本（抜粋）
C：皆さんは、高校生活の中で、嫌だなーと思うことやプレッシャーに感じたりすることはありませ
んか？ニャンちゅうはどうかな？ニャンちゅうは、今年高校に入ったよね。おめでとう。高校生
活うまく行っている？嫌だなーと思うことない？
N：ミーは、部活で先輩ににらまれて、こわいなと思ったよ。それから、中学の時は成績良かったけ
ど、高校に入ったら、とたんにできなくなって。結果が来るのが嫌なのニャ。お母さんに見せる
と叱られるニャ。
C：「それはたいへんね」「嫌だなあ」、「こわいなあ」、また、プレッシャーに感じられるような刺激
や出来事のことを、ストレッサーって言うのよ。
N：そうか。じゃあ、テスト結果はミーにとってストレッサーなのね。
C：そうよ。テスト結果はニャンちゅうのストレッサーね。では、テストが返って来た時、ニャンちゅ
うはどうなるの？
N：ミーは、ドキドキしたり、イライラして怒りっぽくなるみたいだニャ。
C：ストレッサーによって引き起こされた心理的、身体的な変化のことをストレス反応って言うのよ。
N：そうか、イライラして怒りっぽくなるのは、ストレス反応なのね。
C：そうよ。ストレッサーとストレス反応を総称して、ストレスって言っているのよ。
N：なるほどニャ。ストレスって、ストレッサーとストレス反応のことを言うのか。
C：そんな時、ニャンちゅうは、どうやって切り抜けているの。
N：深呼吸したり、散歩したり、音楽聴いたりかな。
C：それが、ストレスマネジメントなのよ。
N：そうか。それがストレスマネジメントか。それで、江川先生、ストレスマネジメントってどうい
うこと？
C：まあ、ニャンちゅうったら。
ストレスマネジメントは、ストレスをなくすのではなくて、ストレスと上手につきあえるように
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なることなのよ。ストレスを軽くして、安心して生活できるように、自分でコントロールができ
るようになることなのよ。
N：ふーん。こういうことかな。テストの結果が返ってきて、ドキドキしてイライラしたら、そうか、
テストの結果がミーのストレッサーだって気づく。そして、落ち着けるように、深呼吸したり、
江川先生に、その気持ちを話して聞いてもらう。そして、リラックスする。こういうこと？
C：その通り。ニャンちゅう、良くわかったね。
注 C：江川 N：パペットのニャンちゅう 下線部は繰り返し
２．カウンセリングの実際（こだわりの連鎖を切ったパペットセラピー）
日 時：秋のある日曜の朝
本児の行動：ゲームセンターで競馬をしたいので父親に連れて行って欲しいと強く要望した。祖父
母からもらった小遣いを所持金とした。
出来事：フランスでディープインパクトが 3着になったニュースが前日のテレビで大々的に報道さ
れた。
関連する過去の出来事と問題行動：
中 3の時に生活支援スタッフと映画を見に行き、ゲームセンター前を通りメダル 1個を拾って帰宅。
後日祖父母にもらった小遣いとメダルを持って両親とゲームセンターに行き競馬ゲームをする。大
穴を当て、メダルがなくなるまで両親と通う。競馬に使うお金を手に入れようと、家の金を隠すな
どしたため、競馬を諦めさせるのに両親は必死だった。前日夜、家人の財布から 4万円抜き取った
が、父親が気づいて取り上げた。大金を最初に投入する方が、効率よく儲けることができると本人
は考えている。
両親から見た本児の固執：ゲームセンターで競馬をしたい
両親の気持ち：本児をゲームセンターに連れて行きたくない。
パペット介在前の本児と両親の対話：
本 児：?今日はイオンにお父さんに連れて行ってもらって、競馬をする、早く行こう」と膨らんだ
財布を持ってくる。
両親は競馬を再開させたくないため説得開始
母 親：?高校の入学案内に規則が書かれてあった、高校生はゲームセンターに行ってはいけない、
パチンコや競馬のギャンブルは禁止と書いてあったよ、お母さん忘れていたわ」
本 児：?親と一緒なら大丈夫だよ、行こう」
母 親：?だめみたいよ、クラスの○○君や△△君や□□君や女の子 2人もゲームセンターには行っ
ていないみたいね、決まりだよ、先輩も行ってないよ」
本 児：?ぼく高校やめようかな、（ゲームセンターに）行こう」
父 親：?行くと、先生がいるかもしれないよ、補導で来ているよ」
本 児：?○○先生（担任）は何て言うかな」
父 親：?校長先生は許さないだろうね」
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母 親：?担任の○○先生は優しいから、残念だけどきまりだからゲームセンターは行けないよと言
うかもね」
息 子：?ぼく、高校やめるよ」
等々、会話は続くが膠着状態となる。
パペットセラピーの開始：
パペットは母親ネズミを使用した。術者は母親であ
り、母親は母親とネズミの二役をした。ネズミパペッ
ト登場。
本 児：パペットが登場し嬉しそうな顔をして、ネ
ズミの手を触った（図 7）。
母 親：?ネズミさんの子ども昨日大変だったよう
ね」
ネズミ：?そうなのよ」
母 親：?補導されたって聞いたけど」
ネズミ：?そうなの」
母 親：?なんでも、イオンのゲームセンターに行っ
て、補導の先生に捕まったって、高校生は
禁止されているのを、お母さんなのに知らなかったの？」
ネズミ：?そうなの」
母 親：?だめじゃない、お母さんなのに知らないなんて、呑気ですよ」
ネズミ：?本当にね」
母 親：?息子さん、今、警察の牢屋に入っているらしいけど」
ネズミ：?そうなのよ」
母 親：?うちの息子もこれから、イオンのゲームセンターに行って、競馬したいって言っているの
よ」
ネズミ：?あらまあ」
母 親：?ほら、ここにいるでしょ、かわいい顔した私の息子」
ネズミ：?いないですね」
本 児：自分に気が付かないネズミに、あっけにとられている。
本 児：?ここよ」とねずみに顔を近づける。
ネズミ：?あ、いましたね、あなたですか」
母 親：?そうよ、この子が私の息子、今からイオンに行くって、警察に捕まってはかわいそうで
しょ、どう思う」
ネズミ：?いいじゃないですか」
図７ パペットへの子どもの反応
本児は、自分の希望を成し遂げようと
必死である一方、両親からは断念する
よう説得され膠着した状況下にいた。
そこに、パペットが登場した。本児は、
窮地に助けに来てくれた味方に挨拶す
るように、笑みを浮かべ嬉しそうな顔
をして、パペットの手を触った。
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母 親：?まあ、人の子どもと思って、ひどいわ」
ネズミ：?（本児に向かって）行きたいのだから、いいじゃない、お母さんのことは気にしないで行っ
ちゃいなさいよ」
母 親：?まあ、ひどい、警察に捕まってしまう（泣き真似をする）」
ネズミ：?（本児に向かって）どうする、お母さん困っているみたい」
母 親：?ネズミさんからも行かないように言ってちょうだい」
ネズミ：?たまにはお母さんの言うこときいてあげてみる？」
本 児：財布から紙幣を全部出し、ネズミの口に入れる。
ネズミ：?なんでしょう、苦しい」
本 児：再び、財布から小銭を全部出しネズミの口に入れる。千円札が 12枚と小銭数枚であった。
ネズミ：?くれるのですか」
本 児：ネズミの口から一旦金を取り出し、ネズミの口に戻す。2回繰り返す。テーブルに紙幣を畳
んで置く。
パペット退出
パペットセラピー終了直後の本児の行動：
母親は本児の友人（○△君）の母親に朝からの本児の様子を電話で伝え、本児を本日開催されるバ
ザーの売り子にしてくれるよう頼んだ。さらに、本児を誘ってもらいたいと話した。本児は、「（○
△君家族は）スポレク（祭りの名称）に来ている、××学園のテントにいる、江川君に売り子をして
もらいたい」という友人の母親からの電話を受けた。本児は電話を切ってから、売り子がしたいと
両親に話し、エプロンを身に付け、父親をせき立てて家を出た。バザーでは、昼食も抜きにして、
3時まで熱心に売り子をした。競馬はせずに過ごすことができた。
?．考 察
１．パペットセラピーの定義
パペットは対話機能のある人形であり、技術を習得した治療者によって操作される。パペットセ
ラピーとは、パペットを介在させた対話を通して、行動の変容を試みる人間関係であり、また、パ
ペットを介在させた対話により心理的に良い状態をもたらすふれあいである。治療者の条件は、上
位の知の体系、Piagetの認知発達レベルにおける形式操作期に達した人。相手の心を決して傷つけ
ず、思いやれる人。推論や予測能力ができる、大脳前頭前野機能の発達した人である。つまり、「大
人」である誰もが治療者となることができる。そのため、生活の全てが治療の場となることが可能
である。
２．パペットセラピーの教育への応用
パペットには、子どもの心を開かせる力がある。また、パペットは、安心感、優越感、連帯感、
おうむ返し、間接的伝達、オーバーな表現、投影法、移行対象につながる等の機能を有している。
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そのため、心理療法や教育、医療や療育に応用が可能である。
心理療法としては、ストレスの緩和、場面緘黙治療、遊戯療法の一技法に。教育では、健康指導、
交通安全指導、道徳や教科、読み聞かせ、紙芝居、演劇に。また、医療や療育では、言語指導、言
語治療、行動調整に応用できる。
第 2著者（原・小児神経科医）は、子どもが変わる授業づくりにパペット導入を推奨している。
最近、切れる子ども、感情をコントロールできない子どもが注目され、感情教育の大切さが説かれ
始めている。それには、ブロードマン脳分野の眼窩野（BA11）から辺縁系の活性化が重要である。
パペットを介在させることは前頭葉内側面に働きかけることができる。パペットを導入した授業は、
児童・生徒に笑いや感動をもたらす感情教育となり得る。さらに、児童・生徒の主体性を尊重する。
これにより、自己選択、自己決定、自己責任を促す。また、主体性を引き出す状況作りや居場所作
りに役立つ。子どもにとってわかりやすい環境、安心・安全なきめ細かい配慮のある環境、応答性
のある環境を作ることができる。今回、著者らは教育現場へのパペット導入による活動を報告した。
これは、パペットセラピーの教育への応用である。
３．教育現場へのパペット導入の効果と課題
学校教育の中で、パペットの活用は効力を発揮することがわかった。特に、勤務時間と日数の限
られている外部職員としての SCにとっては、生徒や教職員に、早期に SCを覚えてもらうことは重
要である。パペットの活用により、人間関係作りが容易となり、仕事を円滑に進めていくことがで
きた。また、講話におけるパペットの使用は、児童・生徒の理解を助ける、話に集中させる、和や
かな雰囲気をもたらす等、有効に作用した。講話では、台本をしっかり作ることが成功の鍵となっ
た。そのため、表 2に高校で行ったストレスマネジメントの台本の一部を紹介した。台本作りの参
考となれば幸いである。
中学生のカウンセリングへのパペットセラピーは試行中であるが、生徒の緊張が高いと判断され
たインテーク面接や家庭訪問において導入し、経過が良好となったケースを幾つか経験している。
SCは勤務日が限られているため、面接が 1度だけとなるケースも多い。例えば、SCの来校する前
日にリストカットし、SCとの緊急の面接を要するケースなどがある。この場合、生徒の緊張は高く、
ラポート（rapport）が取れず、面接は失敗に終わりそうになるが、パペットを登場させると、生徒
の表情が和らぎ、その後の面接が円滑に進む。このように、パペットには人の心を開かせる力が存
在していると実感させられることが多い。また、友人関係に悩みを持って SCの面接に訪れる生徒が
多くいる。パペットではないがマスコットを使い、生徒の複雑な人間関係を教えてもらっている。
マスコットを数多く用意し、それらの中から友人や教師等に見立てたマスコットを生徒に選ばせ、
机に配置させ、それらを使って彼らの言動を表現させている。さらに、特別支援教育対象生徒の継
続面接において、SCと生徒がそれぞれパペットを操作し、カウンセリングを行っている。同年齢の
生徒と楽しい関わりを持つことに苦戦している生徒が、パペットを操りながら、擬似的ではあるが
面接の中で仲間と共に活動する体験をしている気分になり、充実した顔をして集団の中に帰って行
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く。
著者には、パペットを使ったストレスマネジメントの講演依頼が、勤務外の学校からも来ている
状況であるが、教育現場でのパペットの使用は一般に浸透しておらず、また、パペットは幼児に適
応するとの固定概念があるため、中学生へのパペット使用に際し、教育者の中には理解を示さず、
「中学生には幼すぎるので、いかがなものか」とパペットの幼児性を懸念する方がいることは事実
であり、これを払拭することがこれからの課題である。
４．PWSの子どもとパペットセラピー
PWSには精神発達遅滞、認知機能障害、OCD（Obsessive Compulsive Disorder）がみられること
が多く、特に、頑固さや固執、しばしば見られる癇癪などの感情の爆発は、学校、職場、施設等で
問題となり、社会との関わりを難しくさせている????。パペットを介在させた対話であるパペットセ
ラピーは、PWS児のこだわりの連鎖を切る時や、本当のことを言ってもらう時に有効であった。
１）本児のパペットセラピーの経歴
本児は、1998年 9歳時に原研究室において、知的障害児のコミュニケーション能力促進を目的と
した、パペットセラピーを開始し、月 1回のセッションを受け、3年間経過観察を受けていた??。は
じめは、指導者がパペットを操っていたが、セッションが進行するに従い本児もパペットを操り、
自己の感情を表出しコントロールすることを学んだ。
２）本児によるパペットセラピー応用の形態
本児自らこの試みを進化させ、発展させていった。具体的には、パペットを操作することから自
分自身が必要な役柄に変身するように進化していった。例えば、頭にバンダナを付け、お掃除タヌ
キや皿洗いタヌキ、植木タヌキに変身し家事手伝いをした。また、帽子をかぶり名探偵コナンに変
身し、紛失した物を発見した。それは、本児が姉や親の物品を隠し、尋ねられても口を堅く閉ざし
ていた品物であった。本当のことを話してもらいたい時
には、親が誰も操作していないパペットに「カエルさん、
アンパンが見つからないのだけれど知らない？」と本児
のいる前で言葉かけをした。これに応じて、本児はカエ
ルパペットを装着し操作して、「ずっと見ていたよ、さっ
きヒロ君が食べたよ」と親に話した。また、親は「名探
偵さん、○○が見あたらないのだけど、ヒロ君は知らな
いらしいのよ、推理してもらえないかな」と本児の前で、
その場にはいない名探偵コナンの耳に届くように空間に
向かって呼びかける演技をした。これに応じて、本児は
名探偵コナンになりきり、隠した場所を言い当てる名演
技をした。親が言葉かけしたパペットや役柄は、本児が
操作するパペットや役柄となるため、本児の様子や状況
図８ 所有しているパペット
子どもの状況に応じてパペット
は数多く用意する必要がある。生
徒の面接に使うパペットは、生徒
に選ばせるようにしている。
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を親は充分考慮してそれらを選択した（図 8）。
３）こだわりからの脱却とパペットセラピー
説得の過程にネズミのパペットを使うことにより、本児の固まってしまった思考に、新しい提案
を受け入れる柔軟性をもたらし、行動を切り替える一助となった。パペットがこだわりからの脱却
の援助を担った。
反抗的な子どもを服従させようとして、親は説得に際しさまざまの服従メッセージを出すが、結
果としてその度に反抗の材料を提供してしまい、子どもは自分の考えに固執してしまう。この場合
の援助法には、リフレーミング（reframing）、再枠付けというやり方が有効である。「事実」という
ものにわれわれが無意識に与えている「意味づけ」を変える技法であり、説得よりもユーモアを持っ
た対応が役に立つ。家族を対象とした心理治療の一つに、家族療法がある。この療法は、家族の関
係をやわらげることを治療の目標とし、家族がユーモア的視点を持つことを大切にしている。また、
平井は、「ユーモアと笑いはストレスや怒りを和らげ、人間関係を円滑にする。誰でも笑いながら同
時に腹を立てることは不可能であろう。ユーモアの原点は相手のために温かい雰囲気を作りたいと
いう、思いやりの心である。思いやりは共感である。」と説いている??。共感はカウンセリングの基
本的構えである。そのため、ユーモアを取り入れた対話は大切であり、実際、有効に作用した報告
もある??。
パペットには、人の考えの範疇を超えた言動や思考をさせることができる。そのため、パペット
セラピーにおいては、術者のセンス次第でユーモアを対話にふんだんに取り入れることが可能とな
る。本児はネズミを使ったパペットセラピーにより、ゲームセンターに行って競馬がしたいという
こだわりに陥っていた思考の連鎖が切れ、今日はバザーの売り子をしようという思考にリフレーミ
ングできたと考えられた。
カウンセリングにパペットを用いる効用として、Jewel（1989）は次のように示唆している???。
1．言語とコミュニケーションの技術を発達させる。2．情緒と身体の分離を克服する。3．自尊心
を形成する。4．感情の開放を助ける。5．決断することを可能にする。6．精神治療の意味を持つ。
さらに、想像力と柔軟性こそがパペットを使う時に覚えておかなければならない二つのキーワー
ドであると説いている。
PWSはプライドの高い人が多いと言われている???。本児も同様にプライドは高いが、さらに、本
児には自己評価が低いという心理特性がある。そのため、本児をこだわりから脱却させるためには、
Jewelの説く、「自尊心を形成させる」というパペットセラピーの効用が大きく作用したと考えられ
た。
石隈はチーム援助に関する図書の中で、「苦戦している人は自尊感情が脅かされているため、自分
を相手より低く位置づける傾向がある。そのため、援助側の人が自分を一段下げることで対等にな
る。寅さんの話やハマちゃんの芸を見て人は笑いながら自尊感情を取り戻すのではないか」と述べ
ている???。
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援助者が、援助を必要としている相手の立つ位置より、その立ち位置を一段下げるためにはパペッ
トの介在が有効に働くと考える。パペットの術者は、パペットが相手と対話する形になることで、
その存在はパペットに同化する。これにより、援助を必要とする相手は術者に対しても、パペット
同様に自分の立ち位置が高くなる。一般に、パペットを自分より偉いと思う人はいないだろう。本
児は、自己評価は低いが、パペットよりは自分の立ち位置は高いと感じ、パペットに対しては優越
感を持つことができる。親に説得されるのでは、自分のプライドが許さないが、パペットに言われ
ると、「ネズミ君がそう言うのなら考えてあげるよ」という気持ちになれてしまう。本児にとってネ
ズミ君は、自分よりも幼くて弱く、守ってあげなければならない存在なのである。そのため、結果
として親の提案を受け入れても、見かけ上は親ではなくパペットに説得されたという形になるため、
プライド（自己の尊厳）が保持できる。
さらに、パペットを親と子、教師と生徒の対話に介在させる利点がある。林は社会構造と人間関
係の変容に関する論文の中で、人間関係を範疇的関係、構造的関係、全人格的関係の 3種類の関係
モデルで示した???。そして、範疇的関係は社会的カテゴリーへの所属や役割にかかわる関係であり、
全人格的関係は特定の個人と個人との間に成立する私的なかかわりや自己の全体像を反映させる関
係と説いた。従って、親と子、教師と生徒の関係は範疇的関係にあたる。なぜなら、親は親らしく
子どもに関わらなければならず、一方、教師も教師らしく生徒に関わらなければならない。そして、
親と子、教師と生徒は各々役割を担っている。特に、子どもが規則を破る時や、子どもにさせたく
ない事柄を説得する時は、「親らしさ」が必要となる。しかし、範疇的関係に立つ説得では、なかな
か子どもは納得してくれない。その場合、全人格的関係に立つことが必要となる。親は親らしい立
場にいる範疇的関係のままでも、パペットには自由に話してもらうことができる。「親らしさ」「先
生らしさ」のために、親としては言えない、先生としては言えない、ひとりの人間としての想い、
心に秘めた想いがある。そのような個人としては同意したい想いは、パペットに語らせることがで
きる。親や教師は、自分の意見ではあるけれども、パペットの口を通して出た言葉をパペットの意
見とすることができる。一方、子どもや生徒は、親や先生の意見ではなく、パペットの意見として
聞くことができる。結果として、親と子ども双方の体面や、教師と生徒双方の体面を保ちながら、
お互いに歩み寄ることができると考えられた。術者は、本児にネズミパペットから、「行きたいなら
行っちゃえば」と語らせた。術者の気持ちには、本来、高校生なら友だちとゲームセンターに行く
ことはできるだろう。本児が健常で生まれていたら許可したはずである。しかし、本児は友だちと
の外出は不可能である。それは、本児には知的障害があり、事物への判断能力が著しく劣るため、
常に親や介助者を必要とする。また、小学校入学時から特殊学級に在籍し、健常者の友人はひとり
もいない。さらに、本児をゲームセンターに行かせられないのは、本児の心理特性から混雑した雑
多な環境は避けたいという親都合が発生しているからである。本児のゲームセンターに行きたいと
いう想いは、自然発生的に起こって当然のことであり、術者である親には行かせてあげたいという
気持ちがある。前述の言葉をパペットに語らせることにより、親自身の感情の開放を助け、それに
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呼応して子どもから沸き上がる子ども自身の感情の開放を助けることができた。両者の感情が開放
され、その結果、子どもはこだわりの連鎖から脱却したと考えられた。
結 語
パペットセラピーは、近年欧米では心理療法として注目され、スクールカウンセリングにも利用
されている。しかし、わが国の学校現場ではあまり普及していない。今回、カウンセラーとして、
学校現場にパペットの導入を試みた。パペット介在の利点には、生徒や教職員にカウンセラーを強
く印象付けられる、生徒や教職員との関係性が持ちやすくなる、難しい内容の講話が理解されやす
くなる等があった。また、知的障害を伴う子どもへのパペットセラピーは、子どもが強いこだわり
を持った時、その連鎖を切り、行動を切り替えさせることができた。少しでも多くの人にパペット
セラピーの価値を認めていただき、教育活動の場で活用されることを期待する。
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